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静 文 事 査 結 果 の 要 旨
不整脈治療薬であるフレカイニドは高齢化の進む国々において広く使用されており､
かつその中毒事例も散見される｡しかし､この薬剤は塩基性であることから死後に上昇
することが知られており､剖検で得られた血液中濃度から投与量の適切さを単純に評価
することはできない｡
本研究は死後の心臓血中フレカイニド濃度◆の上昇に対する血液ないし臓器の酸性化
と肺の役割を､ウサギを用いた投与実験並びに潅流実験で評価したものである｡その結
果､生前に肺に蓄積したフレカイニドが血液および臓器の死後の酸性化に伴って血中に
放出され､心臓血中濃度が上昇することを明らかにした｡このように､心臓血中フレカ
イニド濃度の上昇のメカニズムに関して重要な知見を得たものとして価値ある業練で
あると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
